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2025 年度宮城学院女子大学学校推薦型選抜 学芸学部 人間文化学科 小論文 

出題意図・解答例 

 

Ⅰ  

＜出題意図＞ 

日本の文化財をめぐる現状を確認し、それについての自身の考えを問う問題。 

 

＜解答例＞ 

問１ 

全国の博物館や美術館で収蔵品の保管スペースがなくなりつつあり、収蔵品が無料で譲渡

されたり、駐車場に置かれたりするなどの問題が発生している。用地や予算不足などの影

響で保管スペースを拡張することが難しい中、収蔵品を増やしつつ保存しなくてはいけな

いという、矛盾する、解決困難な問題に直面している。また、収蔵品のほとんどが死蔵さ

れ、市民が博物館や美術館の必要性を感じにくい状況が続いている。（191 字） 

 

問２ 

宮城県美術館では、収蔵庫の一部を来館者が見られるようにする予定である。収蔵品の死

蔵状態を解消し、文化財の保存、収集活動を知ってもらい、他にはない鑑賞体験ができる

施設にするためである。また、教育・観光・福祉など、幅広い方面への利活用を念頭に収

蔵品のデジタルアーカイブ化を進める必要があるが、日本は遅れを取っている。日本のミ

ュージアムの潜在能力を最大限に発揮する取り組みが求められている。（192 字） 

 

問３ 省略 
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II  

＜出題意図＞ 

ケア労働の性別格差に関する文章やグラフをみて、内容をきちんと理解しているか、自分

の考えを論理的に述べられるかをみる。 

 

＜解答例＞ 

問１ 

一つ目は、「家事や育児などのケアは女性に適している」というステレオタイプのジェン

ダー規範がある。幼いころから、女の子は他者の話を聞いたり、世話をしたりするのが得

意とされがちである。女性ならできるという期待、男性ならできなくても仕方が無いとい

う考えが、世の中に蔓延している。二つ目は、日本で特に顕著だが、男女の賃金格差が大

きいことである。世帯で考えると、賃金の低い方がケア労働に時間をかけるのが、経済合

理的だという判断が働く。男性より女性の方が平均賃金が低い日本では、異性愛カップル

の場合、女性がケア労働に専念する方が合理的に見える。（266 字） 

 

問２  

週間就業時間 49 時間以上の割合は、男性の場合は、働き盛りと言われる 30 代後半から

50 代前半について、他の年代と比較して大きくなっているのに対し、女性の場合は、20

代から 30 代前半よりも小さくなっており、子育てに追われて、就業が難しい状況がみら

れる。（114 字） 

 

 

問３ 省略 

 

 


